




２）ᐊὠᆅ区豊かな海づくりάື⤌⧊（රᗜ┴ࡢࡘࡓᕷ）
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㸱）ጲ㊰ࡢ海ࢆᏲࡿ会（රᗜ┴ጲ㊰ᕷ）
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４）Ᏻⱁὠᖸ₲◊✲会（ᗈᓥ┴東ᗈᓥᕷ）
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㸳）၈ὠᆅ区海ᗏ⎔ቃࢆᏲࡿ会（బ㈡┴၈ὠᕷ）
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㸴）బ㈡ᆅ区多面的機能Ⓨ᥹対策άື⤌⧊（బ㈡┴బ㈡ᕷ）
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➨㸴❶ ィ⏬・タィ࡜᪉࠼⪄ᇶᮏ的なࡢ対策ࡅ↝☾

㸴㸬１ ᐇຠᛶࡢ㧗ࡅ↝☾࠸対策ࡢどⅬ

磯焼けは、➨ 3 章でゎㄝされているとおり、多くの要ᅉが」合的に⤡ࡳ合って㉳こる⌧

象である。このため、㐺ษに対策を実᪋したとしてもண᝿と␗なる状況が㉳こりうるので、

ண᝿に཯した結果が生じることも᝿定しながら対策に取り組むことが重要である。

このための対策ᡭἲとして、PDCA サイクル（㡰応的管理ᡭἲ）を回す方ἲが有効であ

る。PDCA サイクルとは、Plan（ィ⏬）・Do（実行）・Check（ホ౯）・Action（改善）を⧞

り㏉し、物事を継続的に改善しながら㐍めていくᡭἲである。これを磯焼け対策に当ては

めると、磯焼けの⌧状を把握し設定した目標に応じて具体的なィ⏬をస成する（Plan）→
ィ⏬にᇶづいて実㝿に磯焼け対策を実行する（Do）→ 活動の結果をモニタリング・ホ౯す

る（Check）→ ホ౯内容に応じてィ⏬を見┤し次のィ⏬を立てて（Action）、改めて PDCA
サイクルを回すこととなる。なお、藻場を回復さࡏるにはある程度の時間を要する。ᅗ 6-
1-1 に示すとおり、⼺

ら

᪕
せん

をᥥくように PDCA サイクルを回し続けていくことが重要であ

り、それこそが水産㈨※の増大へとつながる磯焼け対策である。

ᅗ 6-1-1 PDCA 対策ࡅ↝☾࠸㧗ࡢᐇຠᛶࡍᅇࢆクル࢖ࢧ

この PDCA サイクルを着実に回すためには、᭱ప㝈下記の事㡯に␃意する。

モニタリング

次の行動の検討

専門家

計画づくり

ウニ除去

専門家

PDCA ○年目

PDCA 3年目

PDCA 2年目

PDCA 1年目

水産資源の増大

磯焼け

専門家

水産資源の増大

藻場の回復・維持・増大

Ỉ⏘ᗇ䛂磯焼け対策ガイドライン（第３版）䛃より引用
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① 目標を明確にする

PDCA サイクルでは、具体的な目標を立てることが一番重要である。目標を明確に

することにより、共通認識を高め、目標を見失う恐れを防ぐことができる（本章の 6.2
参照）。

② 日常的に藻場や磯焼けの状況を観察する

日々の漁場への行き帰りに、磯焼け対策を行った場所やその周辺の状況を観察する。

例えば、海藻の生育状況、食害の有無、魚介類の産卵、流れ藻の浮遊、打ち上げ藻の

漂着、魚探に表示される水温などを意識しながら観察し、必要に応じて記録する。

③ 成果を記録しておく

日常的な観察のメモやモニタリングの結果（例：ウニ除去数・藻場の被度などの経

年変化グラフなど）を記録しておくと、磯焼け対策の成果や藻場が回復する過程を具

体的に分析することができる。また、前回の対策記録と比較しながら次の活動を改善

し実行すれば、効果の維持や拡大につながる。

④ 人材を育成する

活動組織には核となるリーダーが必要である。リーダーには、情熱を持って新しい

こと、経験したことがないことにも積極的に取り組める行動力や実行力、情報収集能

力、コミュニケーション能力などが求められる。また、活動組織および関係者におい

ては、次世代のリーダーを育成できる体制づくりが重要である。

⑤ リーダーを支援できる管理体制をつくる

行政や地元の研究者・専門家（サポーター）の方は、リーダーを支援できる管理体

制を整え、継続的に組織の体制の強化に取り組むことが必要である。

６．２ 計画づくり

１）目標の明確化

目標では、長期的な目標及びそれを達成するための当面・中期の目標、並びにそれらの

達成時期等を明確にして設定する。長期目標では、自分たちが磯焼けによって困っている

ことを明確にし、あるべき藻場の姿を目標に設定する。

また、短期（当面）・中期の目標では、長期目標の達成に向けて、具体的かつ達成可能な

数値（被度、面積）を設定する。例えば、水産多面的機能発揮対策事業（以下、水産多面

的事業）では、5 年間の目標値を「対象生物量を 20％以上増加」とし、成果指標には「対

象水域における生物量の増加」としている。ここで言う「対象生物量」の対象とは、海藻

であり、生物量は海藻の被度や藻場の面積のことである。

海藻の被度や藻場面積を目標値とした場合、活動に対する達成感が得にくいので、目標

値とは別の指標値を設定しておくとわかりやすい。例えば、目標値が「海藻被度を 5％／

年以上増加」の場合で、活動内容がウニの除去であれば、年間のウニの除去数を指標値に

設定し、除去した数量から達成状況を把握した方がわかりやすい。活動メンバーに対して

モチベーションを高められる指標値を設定することも活動の持続には有効である。
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公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和８年度

漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会

全国講習会テキスト（技術編）

2026 年 9 月 7 日～ 8日

ＡＰ浜松町

（東京都港区芝公園２－４－１芝パークビルＢ館Ｂ１階）

水産庁委託事業
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